
平成２８年（２０１６年）８月１日 第１７７号　　　（６）

　

星
野　

久
美
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

子
ど
も
の
貧
困
問
題

解
消
に
向
け
実
態
調
査
を
！

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
て
１
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、
本
法
の
効

果
は
、
自
治
体
の
権
限
強
化
に
加

え
、
住
宅
用
地
特
例
等
の
税
制
優

遇
措
置
を
認
め
な
い
こ
と
に
よ
り
、

不
動
産
の
整
備
及
び
流
動
化
を
促

進
さ
せ
る
点
に
あ
り
ま
す
。
危
険

な
特
定
空
き
家
に
至
ら
な
い
一
般

的
な
空
き
家
の
増
加
対
策
に
つ
い

て
も
、
同
法
第　

条
で
「
市
町
村

１２

は
、
空
家
の
所
有
者
等
に
対
し
、

適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
た
め
情

報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
必
要
な

援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
」
と
し
て
適
正
管
理
を
促
進

す
る
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

近
隣
市
で
は
、
平
成　

年
３
月

２６

に
相
模
原
市
が
、
本
年
５
月
に
藤

沢
市
が
、
空
き
家
対
策
推
進
の
一

環
と
し
て
不
動
産
関
係
団
体
と
協

定
を
締
結
し
、
空
き
家
等
の
不
動

産
流
動
化
策
を
講
じ
ま
し
た
が
、

本
市
に
お
い
て
も
不
動
産
関
係
団

体
と
の
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
し

て
、
市
民
の
安
心
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
空
き
家
対
策

を
促
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

本
市
で
は
、
ま
ず

は
座
間
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
を
し
っ
か
り
と
運

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て

積
極
的
に
進
め
て
い
る
両
市
の
事

例
も
十
分
参
考
に
し
な
が
ら
、
よ

り
適
し
た
対
応
を
と
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

相
模
川
河
川
敷
の
河
川
改
修
事

業
（
高
水
敷
整
備
）
と
そ
れ
に
伴

う
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
整
備
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
河
川
改
修
工
事
が

行
わ
れ
た
箇
所
の
活
用
案
に
つ
い

て
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
を
含
め
、

ど
の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
た
の
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川
改
修
工

事
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

相
模
川
水
辺
の
利
用
構
想
案
の
現

時
点
で
の
策
定
状
況
と
相
模
川
河

川
敷
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

相
模
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
、水
と
緑
の
風
広
場
の
区
域
は
、

県
策
定
の
相
模
川
水
系
河
川
環
境

管
理
基
本
計
画
で
、
施
設
利
用
ゾ

ー
ン
、
整
備
自
然
ゾ
ー
ン
と
定
め

ら
れ
、
一
定
の
河
川
利
用
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

整
備
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

一
方
で
、
今
回
の
改
修
箇
所
で
あ

る
四
ツ
谷
、新
田
宿
河
川
区
域
は
、

自
然
保
全
ゾ
ー
ン
と
定
め
ら
れ
、

人
工
的
な
施
設
は
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
と
さ
れ
、
城
山
ダ

ム
放
流
で
浸
水
す
る
高
さ
で
も
あ

る
た
め
、
施
設
整
備
は
難
し
い
も

の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
相
模
川

河
川
敷
周
辺
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
細
か
く
分
か
れ
た
土
地
を

多
数
の
個
人
が
所
有
す
る
な
ど
の

問
題
を
有
し
、
堤
内
地
に
農
用
地

が
多
く
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
相

模
川
水
辺
の
利
用
構
想
勉
強
会
を

含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
２
年
の
子
供
の
貧
困
率
は

　

・
３
％
、
さ
ら
に
、
ひ
と
り
親

１６世
帯
の
貧
困
率
は　

・
６
％
で
２

５４

人
に
１
人
の
子
供
が
苦
し
い
生
活

の
中
に
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟　
３４

カ
国
の
中
で
最
悪
の
数
値
で
す
。

平
成　

年
国
民
生
活
基
礎
調
査
で

２６

は
、
児
童
が
い
る
世
帯
で
は
、　

・
６５

９
％
の
世
帯
が
生
活
が
苦
し
い
と

述
べ
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
子
供
の
貧
困

対
策
に
関
す
る
大
綱
」
に
も
「
貧

困
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
や
成
長

に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
そ

の
責
任
は
子
供
た
ち
に
は
な
い
。

子
供
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
」
と
あ
り
、
本
市

で
も
子
供
の
貧
困
の
実
態
調
査
を

す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
本
市

の
子
供
の
貧
困
率
の
現
状
と
あ
わ

せ
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

国
や
県
の
施
策
、
事
業
を
待
た
ず

に
、
子
供
を
貧
食
や
孤
食
か
ら
救

お
う
と
個
人
の
私
財
で
運
営
さ
れ

て
い
る
「
座
間
こ
ど
も
食
堂
」
の

取
り
組
み
に
対
し
、
市
で
支
援
で

き
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

子
供
の
貧

困
は
多
岐
に
わ
た
る
要
因
が
あ
り
、

よ
り
広
い
範
囲
で
の
実
態
調
査
が

必
要
で
す
が
、
現
時
点
で
実
態
調

査
を
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
市
の
子
供
の
貧
困
率
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
ど
も

食
堂
の
支
援
に
関
し
て
は
、
今
後

研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

最
高
法
規
で
あ
る
日
本
国
憲
法

の
前
文
で
は
選
挙
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
ま
す
が
、
国
政
選
挙
と
同

様
に
地
方
自
治
体
選
挙
の
投
票
率

も
低
下
し
て
お
り
、
前
回
、
２
０

１
２
年
の
座
間
市
議
会
議
員
選
挙

で
は
全
国
平
均
を
下
回
る　

・　
３９

９８

％
で
、
全
国
で
も
最
低
投
票
率
に

近
い
結
果
で
し
た
。
低
投
票
率
に

歯
ど
め
を
か
け
る
た
め
公
職
選
挙

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

９
月
の
座
間
市
議
会
議
員
選
挙
に

お
け
る
投
票
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
票
率
向
上
の
た
め
に

は
、
候
補
者
側
の
活
動
マ
ナ
ー
も

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

前
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
及
び
昨

年
の
県
議
会
議
員
選
挙
期
間
中
に

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

投
票
率
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
特
効
薬
と
言

え
る
も
の
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、

選
挙
権
年
齢
が　

歳
以
上
に
引
き

１８

下
げ
ら
れ
る
中
、
座
間
市
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
と
と
も
に
若
年

層
に
向
け
た
啓
発
等
を
粘
り
強
く

続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
の
選
挙
に
も
共
通
し

ま
す
が
、
選
挙
期
間
中
に
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
と
し
て
は
、
選
挙
カ
ー

の
連
呼
行
為
や
街
頭
演
説
の
声
が

大
き
い
こ
と
、
選
挙
カ
ー
が
細
い

路
地
に
入
り
迷
惑
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

松
橋　

淳
郎 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

投
票
率
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

　

６
月
定
例
会
の
各
委
員
会
で
審

査
し
た
請
願
・
陳
情
は
、
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

◎　

採　
　

択

　

請
願
第
６
号　

義
務
教
育
に
係

る
国
に
よ
る
財
源
確
保
と
、　

人
３５

以
下
学
級
の
着
実
な
実
施
・
進
行

を
図
り
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水

準
の
維
持
・
向
上
並
び
に
行
き
届

い
た
教
育
の
保
障
に
関
す
る
請
願

　

陳
情
第　

号　

子
宮
頸
が
ん
ワ

２３

ク
チ
ン
事
業
の
一
時
中
止
を
求
め
、

早
急
な
調
査
を
開
始
す
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
望
す

る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

神
奈
川
県
最
低

５４

賃
金
改
定
等
に
つ
い
て
の
陳
情

◎　

不  

採  

択

　

陳
情
第　

号　

子
宮
頸
が
ん
検

２２

診
対
策
の
充
実
を
促
進
し
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
子

供
た
ち
へ
の
調
査
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
議
会
議

３５

員
定
数
削
減
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第　

号　

民
意
を
狭
め
チ

４１

ェ
ッ
ク
機
能
を
弱
め
る
議
員
定
数

削
減
に
反
対
し
、
よ
り
充
実
し
た

議
会
活
動
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

所
得
税
法
第　

５５

５６

条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

請
願
・
陳
情
の
結
果

請
願
・
陳
情
の
結
果

　

竹
田　

陽
介 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

相
模
川
水
辺
の
利
用
構
想
勉
強
会

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
も
検
討
を
！

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

未
病
セ
ン
タ
ー
の

更
な
る
有
効
活
用
を
！

　

加
藤　

陽
子 
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

県
内
産
農
産
物
使
用
は
１
品
目
だ
け
！

中
学
校
給
食
の
食
材
の
改
善
を
！

　

吉
田　

義
人 
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

不
動
産
関
係
団
体
の
力
を
借
り
て

さ
ら
な
る
空
き
家
対
策
の
促
進
を
！

　

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
未

病
セ
ン
タ
ー
ざ
ま
」
に
は
、
体
組

成
計
、
血
圧
計
、
血
管
年
齢
計
、

骨
健
康
度
計
、
脳
年
齢
計
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
状
況
、

他
市
の
状
況
、
Ｐ
Ｒ
活
動
、
今
後

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
ま
た
、
保

健
師
や
医
療
関
係
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

未
病
セ
ン
タ
ー
ざ

ま
の
４
月
の
利
用
状
況
は
、
実
人

数
計
５
８
４
人
、男
性
１
７
６
人
、

女
性
４
０
８
人
、
厚
木
市
３
４
０

人
、
大
和
市
９
２
４
人
、
海
老
名

市
２
５
０
人
、綾
瀬
市
４
４
９
人
、

愛
川
町
２
９
５
人
、
清
川
村　

人
３５

で
し
た
。Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知

し
、
月
１
回
の
測
定
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
測
定
会
で
は
、
み
ず

か
ら
機
器
の
操
作
方
法
を
学
ん
で

も
ら
い
、
結
果
の
見
方
の
説
明
、

保
健
師
、
栄
養
士
等
に
よ
る
保
健

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
、ま
ず
、

自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
み

ず
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

機
会
を
提
供
す
る
場
と
な
る
よ
う

普
及
啓
発
に
努
め
、
未
病
セ
ン
タ

ー
ざ
ま
を
各
種
保
健
事
業
と
連
動

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
６
月
か
ら
始
ま
る

が
ん
検
診
の
会
場
で
市
民
の
待
合

場
所
と
し
て
未
病
セ
ン
タ
ー
の
有

効
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。
保
健

師
、
医
療
機
関
と
の
連
携
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
９
月
か
ら
試
行
で
始
ま
っ

た
中
学
校
給
食
で
は
、
使
用
す
る

野
菜
の
ほ
ぼ
全
て
が
カ
ッ
ト
野
菜

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
３
月
議
会
で
は
、
食
材

の
選
定
方
針
に
つ
い
て
、
地
産
地

消
の
観
点
か
ら
、
小
学
校
給
食
と

同
様
に
座
間
産
の
野
菜
、
次
に
県

内
産
の
野
菜
を
使
用
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

使
用
さ
れ
て
い
る
野
菜
類
の
状
況

を
見
る
と
、　

か
ら　

品
目
中
座

２１

２２

間
産
の
使
用
は
な
く
、
県
内
産
が

１
品
目
の
み
、
外
国
産
も
１
か
ら

３
品
目
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ッ
ト
野
菜
を
使
用
す

る
か
の
判
断
は
委
託
業
者
が
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
カ
ッ
ト
野
菜

で
あ
れ
ば
次
亜
塩
素
酸
水
溶
液
に

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

委
託
業
者
の
判
断
に
任
せ
る
と
食

材
の
選
定
方
針
通
り
の
使
用
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

　

カ
ッ
ト
野
菜
の
使
用
に
つ
い
て

は
市
が
判
断
す
べ
き
こ
と
と
考
え

ま
す
が
、
カ
ッ
ト
野
菜
を
使
用
し

な
い
方
向
に
向
け
た
改
善
策
と
し

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

調
理
委
託
業
者
に
よ

れ
ば
野
菜
等
の
カ
ッ
ト
は
施
設
的

に
困
難
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
神
奈
川
県
産
野
菜
の
使

用
は
発
注
量
、
価
格
の
都
合
上
、

大
根
の
み
と
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
が
、
調
理
委
託
業
者
と
も

今
後
い
ろ
い
ろ
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
年
４
回
開
催
さ
れ
る
定

例
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の

締
め
切
り
日
に
つ
い
て
は
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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